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はもまつり（篠⼭町）

「ガタ ガタ ガタ。ガタ ガタ ガタ。」
おとなたちが⼾をたたく。
「スッテンテン、スッテンテン。」の声とともに下⼿〈しもて〉から着かざった男の⼦が、また上⼿〈かみて〉から、頭にかんむ
り、はおりはかまの武⼠しようぞくのおとながあらわれ、まな板の上にのせられた⼤きなはもをめがけて、
「エイ、エイ。」のかけ声とともに、⼿にもった⼑をふり下ろす。
⾒物⼈は⼿をたたく。祝い酒がふるまわれ、ただちに⽒神〈うじがみ〉さん、⼋幡〈はちまん〉神社の神前で、「アンギャギァホー、アンギャギァホー。」
と、ふしぎなことばで、はもまつりがとどこおりなく、おわったことを神さまに告げます。

むかし、むかしそのむかし、この沢⽥あたりは名のとおりに、⼀⾯の沢地〈たくち〉で、じめじめした⼟地でした。そのうえ、沼に
は⼀匹の⼤蛇が住み、ときどき、⼈間を供物〈くもつ〉にするよう村⼈をおどしました。それも、この村に⽣まれた⻑男でなければ
いけないという、よく深い⼤蛇のいいつけに、村⼈たちは仕⽅なく、「こんどは、彦右衛⾨〈ひこえもん〉さんのあととりじゃそう
な。かわいそうに。」

その⽇は、晴着をきせたあととりを沼の岸までつれていき、村⼈たちは、泣き、泣き、引上げていき
ます。

こんなことが、何百年もつづきました。
ある年のこと、通りかかった⼀⼈の武⼠がこの話をきき、たいへん、かわいそうに思い、「われ、神⼒により、この⼤蛇を
退治しよう。」といって、みごとに、その⼤蛇を切り殺しました。
急に、平和になった村の⼈々は、この武⼠の恩を⼦孫にいつまでも、伝えなければならないと、よろこび合いました。

⼤蛇になぞらえた「はも」を切る⾏事が、今も毎年⽒神まつりの⽇（⼗⽉⼗六⽇）に⾏なわれています。

お問い合わせ

情報管理部広報係
電話番号︓078-331-9962
ファクス番号︓078-331-8022

⼀般財団法⼈  兵庫県学校厚⽣会
〒650-0012 神⼾市中央区北⻑狭通4-7-34  
電話番号︓078-331-9955（代表）

(C)⼀般財団法⼈ 兵庫県学校厚⽣会

https://www.kouseikai.or.jp/index.html
https://www.kouseikai.or.jp/index.html
https://www.kouseikai.or.jp/public/koho/kyozai/index.html
https://www.kouseikai.or.jp/public/koho/kohoshi/minwa/index.html
https://www.kouseikai.or.jp/public/koho/kohoshi/minwa/tanyu/index.html

